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１月中 旬
ちゅうじゅん

夜
よる

８時
じ

頃
ころ

、南
みなみ

から東
ひがし

の空
そら

には冬
ふゆ

の星座
せ い ざ

が広
ひろ

が

り、７つの１等
とう

星
せい

が輝
かがや

いてとても賑
にぎ

やかな夜空
よ ぞ ら

が見
み

られま

す。南東
なんとう

の空には「オリオン座
ざ

」の１等星ベテルギウス、そ

の下
した

には「おおいぬ座」の１等星シリウス、東には「こいぬ

座」の１等星プロキオンが明
あか

るく輝き、これら３つの星を結
むす

ぶと冬の星座を探
さが

す目印
めじるし

として有名
ゆうめい

な《冬の大三角
だいさんかく

》ができ

ます。南の空高
たか

くに昇
のぼ

った「おうし座」の右目
み ぎ め

で輝くのは１

等星アルデバラン。それに続
つづ

いてＶ字型
じ が た

に並
なら

んでいる星の集
あつま

りは《ヒアデス星団
せいだん

》です。アルデバランはヒアデス星団に

属
ぞく

する星のように見えますが、実際
じっさい

はアルデバランが地球
ちきゅう

か

ら約
やく

65光年
こうねん

、ヒアデス星団が約 150 光年離
はな

れているため、

全
まった

く別
べつ

の場所
ば し ょ

にあります。ちなみに、ヒアデス星団は太陽
たいよう

系
けい

に最
もっと

も近
ちかい

い星団と言
い

われています。また、「おうし座」の肩
かた

の位置
い ち

には青白
あおじろ

く輝く星の集りの《プレアデス

星団》もあります。肉眼
にくがん

では６～７個
こ

、双眼鏡
そうがんきょう

では数十個
すうじゅっこ

の星の集団
しゅうだん

を観測
かんそく

でき、その名
な

はギリシャ神話
し ん わ

の

プレイアデス七
しち

姉妹
し ま い

を由来
ゆ ら い

とします。日本
に ほ ん

では「すばる」の名前
な ま え

で古
ふる

くから親
した

しまれ、清少納言
せいしょうなごん

の随筆
ずいひつ

「 枕
まくらの

草子
そ う し

」の一節
いっせつ

にも登場
とうじょう

します。 
 
 
 
 
 

牡
お

牛
うし

の右目にあたるアルデバランはオレンジ色
いろ

に輝く１等星で、主
しゅ

系列
けいれつ

星
せい

から赤色
せきしょく

巨星
きょせい

へと進化
し ん か

した巨大
きょだい

な恒星
こうせい

です。大
おお

きさ（直径
ちょっけい

）が

太陽の約 40倍
ばい

もあり、表面
ひょうめん

温度
お ん ど

は約 3,900度
ど

と低
ひく

いのですが、絶対
ぜったい

等級
とうきゅう

は太陽の 500 倍以上
いじょう

もあると言われています。また、明るさが

不規則
ふ き そ く

にゆっくりと変化
へ ん か

する脈動
みゃくどう

変光星
へんこうせい

であり、わずかに（0.2 等ほ

ど）変光
へんこう

（明るさが変化）していますが、肉眼では確認
かくにん

できません。

アルデバランという名前は、アラビア語
ご

で「後
のち

に続くもの」という意味
い み

で、アルデバランが東の地平
ち へ い

線
せん

から昇ってくるときに、先
さき

に昇るプレ

アデス星団（すばる）の後に続いて昇ってくることから、そう呼
よ

ばれ

ています。日本でも「すばるのあとぼし」という名前が伝
つた

わっています。 
 
 
 
 
 
 

１月の日の出前
で ま え

には、南東の低い空に金星やアンタレ

ス、水星
すいせい

が見えており、9 日には月も加
くわ

わって賑やかな夜

空が見られます。 

日没後
にちぼつご

すぐ南西
なんせい

の低い空には土星が見えており、14 日

には細い月が土星のすぐ下に並ぶので、ぜひ観察
かんさつ

してみて

ください。 

 

☆ １月のプラネタリウムの内容については、 

別刷りの「投影案内」をご覧ください ☆☆ 

☆ プラネタリウムのお休み  

１／１(月)～４(木)、9(火)、１５(月)、１７(水)、２２(月)～２４(水)、２９(月) 

 

 ★ 今月
こんげつ

の星
ほし

もよう ★ 
 

豊川市ジオスペース館 

★ おうし座 α
アルファ

星
せい

 「アルデバラン」 

★ 細
ほそ

い月
つき

が金星
きんせい

や土星
ど せ い

に接近
せっきん

！ 

１月中旬夜８時頃 天頂 

南東 

※星図はステラナビゲーター11 を用いて作成 

図の縮尺は同じですが、どちらも月は大きさを強調して描いています。 

東 

星の名 アルデバラン 
星  座 おうし座 
明るさ 0.9等級 
距  離 約 65光年 

１月９日朝６時頃南東の空 

月（１/１４） 

月（１/９） 

１４日１９時頃西南西の空 



 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

 
                 

 

 

 

 

 

 

★  １月上旬の主な天文現象  
 

 

 

 

 

 

★  宇宙ステーション (豊川での主なデータ  1/1～ 15) ※下記時刻は、予想値です 

  

◇ １月 ３日（水） [ 見やすさ ◎ ]   ６：２５ 北西   ～  ６：３１ 東南東 

◇ １月 ５日（金） [ 見やすさ ◎ ]   ６：２５ 西北西  ～  ６：３１ 南南東 

◇ １月 ６日（土） [ 見やすさ ◎ ]   ５：３８ 北西   ～  ５：４３ 南東 

◇ １月１５日（月） [ 見やすさ ◎ ]  １８：１１ 南西   ～ １８：１６ 北東 

 

 

 

 

４日（木）   下弦
か げ ん

、しぶんぎ座流星群
りゅうせいぐん

が

極大
きょくだい

 

６日（土） 小寒
しょうかん

 

９日（火） 細い月と金星
きんせい

・アンタレスが接近
せっきん

 

 

豆知識：国際宇宙ステーション（ISS）は、明るい星が動いているように見えます。

飛行機のような赤緑ランプの点滅はありません。 

１１日（木） ● 新月
しんげつ

 

１２日（金） 水星
すいせい

が西方
せいほう

最大
さいだい

離
り

角
かく

 

１４日（日） 細い月と土星
ど せ い

が接近 
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